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GakuNin RDMの使い方

下山 武司
国立情報学研究所 オープンサイエンス基盤研究センター

九州大学FD研修 2023.11.16(木) 13:00〜14:30
GakuNin RDMデータ活用セミナー
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研究データ基盤 NII Research Data Cloud

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリや
データリポジトリとも連携

• 研究者や機関、研究プロジェクトの情
報と関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見プロセスをサポート
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データ公開基盤

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理
公開・蓄積

管理・保存

検索・利用

• データ管理基盤における簡便な操作で
研究成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、
メタデータや公開レベル統計情報など
の管理機能の提供

• データ収集装置や解析用計算機とも
連携

• 研究遂行中の研究データなどを共同
研究者間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続し
た利用が可能

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

2017年から開発開始⇒ 2021年から運用開始

直結

長期保存対応
ストレージ領域

Cold
Storage

Hot
Storage

外部ID発行サービス

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤



学術研究データプラットフォーム

セキ
ュア
蓄積
環境

人材
育成
基盤

計画に基づきデータ管理等を機械
的に支援し、DMPをプロジェクト
管理に不可欠な仕組みへと変革

データガバナンス機能

専門的なキュレーションを実践
できるエコシステムを構築し、
データ再利用の促進に寄与

キュレーション機能

秘密計算技術で機微な情報も安心し
て解析できる環境の提供で、新し
いデータ駆動型研究の世界を開拓

秘匿解析機能

RDMに必要なスキルを学ぶ環境
を提供し、全ての研究者を新し
い科学の実践者へと育成

人材育成基盤
安全で強固なデータの保存・保護機
能を有する超鉄壁ストレージを提
供し、機微な情報も安心して保全

セキュア蓄積環境

データプロビナンス機能
データの来歴情報の管理から利用
状況を把握で き、データ公開へ
のインセンティブモデルを提供

データ・プログラム・解析環境の
パッケージ化と流通機能を提供し 、
研究成果の再現性を飛躍的に向上

コード付帯機能

データ
管理基盤

データ
公開基盤

現行研究データ基盤

データ
検索基盤

活用

信頼

蓄積

管理

流通

保護

育成

NII RDC を 7 つの側面から機能拡張

2022-2027
2017-2021
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• 研究中のクローズド（非
公開、制限共有）な
データを取り扱う事に特
化したRDMサービス

• 24時間365日オペレー
ターを配置した運用体制
で全国の学術機関に
RDMサービスを提供

研究データ管理基盤 GakuNin RDM

研究データのライフサイクル

RDM:Research Data Management
（研究データ管理）
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GakuNin RDMの利用機関数の増加

(2023年10月31日現在)

『GakuNin RDM 利用機関数』
https://support.rdm.nii.ac.jp/about/#a2

81機関

国立情報学研究所, 名古屋大学, 京都大学, 金沢大学, 東京大学, 北海道大学, 九州大学, 富山大学, 広島大学, 
北見工業大学, 千葉大学, 大阪大学, 東北大学, 群馬大学, 小樽商科大学, 神戸大学, 帯広畜産大学, CCC-TIES, 
慶應義塾大学, 信州大学, 成城大学, 北陸先端科学技術大学院大学, 静岡理工科大学, 熊本大学, 理化学研究所, 
三重大学, 浜松医科大学, 滋賀医科大学, お茶の水女子大学, 福岡工業大学, 筑波大学, 東京工業大学, 山口大学, 
沖縄科学技術大学院大学, 大阪電気通信大学, 電気通信大学, 愛媛大学, 国立保健医療科学院, 東京医科歯科大学, 
大阪公立大学, 創価大学, 宮城県立がんセンター, 琉球大学, 徳島大学, 立命館大学, 島根大学, 国際医療福祉大学, 
熊本県立大学, 東邦大学, 核融合科学研究所, 沖縄大学, 滋賀大学, 佐賀大学, 岩手大学, 大阪医科薬科大学, 
東京学芸大学, 福島大学, 立命館アジア太平洋大学, 昭和大学, 奈良先端科学技術大学院大学, 大阪教育大学, 
同志社大学, 奈良工業高等専門学校, 佛教大学, 熊本学園大学, 国立国語研究所, 国立極地研究所,愛知東邦大学, 
駿河台大学, 弘前大学, 上越教育大学, 香川大学, 東北工業大学, 九州工業大学, 国文学研究資料館, 
東京都医学総合研究所, 産業技術総合研究所,国立循環器病研究センター, 奈良女子大学, 
國學院大学, 福井大学

https://support.rdm.nii.ac.jp/about/#a2


GakuNin RDMのユースケース
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1. 大型研究プロジェクトでの利用拡大
Moonshot型研究開発制度・⽬標2合原プロジェクト

『包括的未病データベース構築計画』

未病研究における疾患データ共有と数理的連携研究の
横断型の包括的未病データベースを構築

連携

様々な疾患の未病データおよび
研究ニーズをもとにモデル・アルゴリズムの研究開発東京大学藤原G

（理論・分野最適化）

N I I 山地G
（研究データ基盤開発）

様々な疾患の未病データ

ゲノムデータ、
生理データ等

画像データ、
動画等

時系列データ
等

疾患データ
数理モデル

アルゴ
リズム

ユース
ケース

様々な疾患の未病データおよび
藤原Gの成果をもとに基盤の研究開発

未病データ
収集・管理・共有機能

未病データベース
編集・公開機能

解析プログラム
再利用性向上機能

MS目標2の5つのプロジェクト

情報共有・連携開発

大野PJ
難治性がん

データ

⽚桐PJ
糖尿病および

併発疾患データ

高橋PJ
認知症関連

疾患データ

松浦PJ
ウイルス

感染症データ

合原PJ
精神疾患データ
メタボデータ
計算モジュール

※構築分担イメージ

包括的未病データベースシステム



1. 大型研究プロジェクトでの利用拡大
Moonshot型研究開発制度・⽬標2合原プロジェクト

大規模なプロジェクト参加者での研究データの
制限共有やメタデータの登録



2. 共同利用の計算機資源やストレージとの連携
mdxとGakuNin RDM の接続

田浦健次朗先生(東京大学情報基盤センター) 提供資料,
mdx: データ科学・データ駆動科学のための大学の情報基盤とコミュニティ創成を目指して

解析

このプロジェクトから作成した私の解析環境

このプロジェクトから作成 外部リポジトリから作成

Launch

私の解析環境をすべて表示

Launch

×

×

×

①ベース環境を選ぶ

②追加パッケージを選ぶ ③起動︕

データ活用社会創成プラットフォームmdx
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GakuNin RDMからmdxの計算機上へ
新しデい解析環ー
境

タ解析環境を⽴ち上げ

mdx上のストレージを
GakuNin RDMのプロジェクトへ連携



3. 大型実験施設のデータセンターとの連携
SPring-8データセンター連携

SINET6

Fugaku,
the University of Tokyo
HPCI Computational Resources

7.6 Mcore

SINET6

400 G

Corporate 
Computing 
Resources

Enterprise 
Cloud

Advanced Quantum Beam Facilities

NIMS

Material DX Project

Under Consideration Under Consideration

Universities and
National Research Institutes

National Institute of Informatics
GakuNin RDM

・・・
・・・
・・・

Data Upload 
Terminal

Data compression Specialized computer
5 beam-lines

Data Center

Mission-Critical 
Network

HPCISharedStorage

New Establishment

Next Generation
Synchrotron Radiation Facilities

T. Hatsui, RIKEN

SPring-8データワークショップ, 公開資料より
https://dncom.spring8.or.jp/workshop/data-workshop/index.html
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金沢大学RDM基盤概要

研究プロジェクトA

プロジェクト管理者

⑤メールでデータ解析
の依頼

教員 教員

（代表者） （管理）

①代表者がメールでプロ
ジェクト作成を依頼

院生 学生

データ管理チーム

②プロジェクトを作成し、プロ
ジェクト代表者にGRDM から招
待メールを送信

教員サブプロジェクト学生サブプロジェクト

研究プロジェクトA

教員サブ

プロジェクト
学生サブ

プロジェクト

④GRDM経由で
研究データの蓄積

③代表者以外のプロジェ
クトへのユーザ追加は代
表者がGRDMで行う

データ解析チーム

金沢大学ストレージ

（本学で用意）
直接のアクセス

禁止

⑥研究プロジェクトの依頼に
対してデータ解析の実施

直接のアクセス禁止
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4. 実験装置から出⼒されるデータの管理・共有
⾦沢⼤学コアファシリティ(学術メディア創成センター)

松平拓也先生（金沢大学学術メディア創成センター),
金沢大学におけるRDM環境の構築,
https://www.nii.ac.jp/openforum/2021/day2_rcos3.html

http://www.nii.ac.jp/openforum/2021/day2_rcos3.html


GakuNin RDMログイン方法
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学認フェデレーション参加IdPと連携

GRDMでは、学術認証（学認）フェデレーションにサービスプロバイダ
（SP）として登録済みのため、学認に参加していればアイデンティティ
プロバイダ（IdP）連携のみで導入が可能
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ログイン画面
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プルダウンメニューから大学名を選択
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シングルサインオン画面(例:NII)



1. 「登録メールアドレス」へ記入し「メールアドレスを追加」を押下
• 注意：必ず所属機関が発行したメールアドレスを入⼒してください

2. 登録アドレスに届いたメールに記載のURLにアクセスしログイン
• GakuNin RDMにて所属機関が選択されていることを確認してください

3. ログイン後「プロフィール」画面上の必須項⽬(*印)への入⼒
• 名前タブ：氏名、姓(日本語・英語)、名(日本語・英語)
• 職歴タブ：所属(日本語・英語)
• 上記記載後、各々「保存」ボタン押下

17

GRDM初回利用時のユーザ情報の登録

※ 詳細については、以下をご参照ください
ユーザマニュアル・設定画面
https://support.rdm.nii.ac.jp/usermanual/LogInAndOut-04/
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新規プロジェクトの作成



GakuNin RDMの機能
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GakuNin RDMプロジェクトポータル画面
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研究データ管理プロジェクト画面

マルチクラウドファイルマネージャー（構成例）

Google Drive

Nextcloud

NII Storage

One Drive

プレビュー機能

バージョン管理

ディスカッション機能

プロジェクト用Wiki

研究プロジェクトでのデータ共有・管理

21
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プロジェクトの階層化

GRDMでは、標準で利用可能なストレージを提供、学内の研究者が
Webブラウザ上で学内外の共同研究者とデータ共有・管理が可能。
プロジェクトの階層化も可能であり、大型研究プロジェクトにも対応可。

教員プロジェクト

学生Aのプロジェクト

学生Bのプロジェクト
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ファイル・フォルダーアップロード機能

※コメント：フォルダーの階層構造も対応しています。
事前にファイル総数を表示して確認を促します。



研究活動履歴の参照

24

GakuNin RDMファイル管理と操作履歴
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プロジェクトのフォーク機能

フォークされたプロジェクトはサブプロジェクトの階層やリンクを保持



• 下記機能を持つPythonコードをGitHubに於いて公開中
• osf ：ファイル・フォルダのリスト・アップロード・ダウンロード操作

• https://github.com/RCOSDP/rdmclient

• 補足
• ユーザ情報設定画面で生成される「パーソナルアクセストークン」と、
GakuNin RDMプロジェクトの「GUID」を利用

• 「パーソナルアクセストークン」はパスワード等と同様、セキュアな管理が必須
• 利用方法については、今後マニュアル等を整備していく予定
• 今後、プロジェクト作成・ユーザ設定用のコマンドラインツールを予定

GakuNin RDMを操作するコマンドラインツール

※ 実行例：ファイルリスト抽出
% export OSF_TOKEN=「パーソナルアクセストークン」
% osf --base-url https://api.rdm.nii.ac.jp/v2/ -p 「GUID」 list -l
2023-09-29 21:26:59 57 osfstorage/sample.txt
2023-09-29 19:39:01 9 osfstorage/テストファイル.txt

26

https://github.com/RCOSDP/rdmclient


ユーザ設定による
拡張ストレージ領域への接続

27



GakuNin RDM のストレージ種別
研究データ管理サービス

機関ストレージ

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

WebアプリはNIIが提供

機関毎に準備

拡張ストレージ

・機関のシステム管理者がいずれかのオブジェクトストレージ
を学内の標準ストレージとして、IdP毎に１種類指定
・プロジェクト開始時に自動的にストレージをマウント
・NIIストレージは併用不可

パブリッククラウド
（プロバイダーDC）

プライベートクラウド
（オンプレミス環境）

S3互換

拡張ストレージは併用可能

S3互換

ユーザ毎に準備

標準ストレージ
（NIIストレージ）

利用開始直後から利用可

機関のシステム管理者が設定すれば全学で利用可

利用者(エンドユーザ)自身で設定すれば利用可能 28

＊ご所属の機関によっては、情報システム管
理者により、利用可能なサービスが制限され
ている場合があります。

※連携可能な外部ストレージ
https://support.rdm.nii.ac.jp/adminmanual/StorageRestrictions/
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ユーザ毎の設定で接続：クラウドストレージの認証
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連携ストレージ認証前の状態
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連携ストレージでのOAuth認証
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連携ストレージの認証が成功した場合の
メッセージ
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アドオンメニューからプロジェクトへDropboxのディレクトリ
を割り当てる
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先に認証したプロフィールから
Dropboxのアカウントをインポート
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ラジオボタンでプロジェクトと連携する
Dropbox中のディレクトリを選択
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ファイルメニューに接続済の
Dropboxストレージが表示される



メタデータ付与機能
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公的研究費の報告用フォーマットで出力

e-Radの登録情報でメタデータの入力補完

必要に応じファイル、ディレクトリ単位でメタデータを付与

日常的に研究データをGakuNin RDM上で管理

38

メタデータ登録機能
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「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」における
メタデータの共通項⽬

項目 必須／任意 備考

1 資金配分機関情報 必須※ 公募型の研究資金を配分した資金配分機関（府省含む）の英語略称
公募型の研究資金以外の場合は記入不要

2 e-Radの課題番号 必須※ 公募型の研究資金の場合は、e-Radに登録した課題番号
公募型の研究資金以外の場合は記入不要

3 プロジェクト名 必須※ プロジェクトの研究代表者が統括する研究開発の範囲の名称
公式な名称がない場合は、研究者の所属機関のルールに従って入力

4 データNo. 必須
管理対象データを一意に特定するための番号
公募型の研究資金を配分した資金配分機関が付与
公募型の研究資金以外の場合はデータ管理機関（項目14）が付与

5 データの名称 必須 学会資料、報告資料、測定結果などの中身の分からない名称は避ける
6 掲載日・掲載更新日 必須 メタデータの掲載日・掲載更新日
7 データの説明 必須 端的かつ中身の分かる内容を記載
8 データの分野 必須※ e-Radの研究分野（主分野）。e-Radとの連携により、自動入力される予定。

9 データ種別 必須 研究データ基盤システム上では、通常は「データセット」を標準とするが、データの特性
に応じて「データセット」以外の種別を選択可能

10概略データ量 任意 1GB未満、1GB以上10GB未満、10GB以上100GB未満、100GB以上等の区分により記載

11
管理対象データの利活用・提供方針 必須 無償／有償、ライセンス情報、その他条件（引用の仕方等）等を記載
アクセス権 必須 公開／共有／非共有・非公開／公開期間猶予から選択
公開予定日 必須 公開期間猶予を選択した場合、公開予定日を記載

12
リポジトリ情報 必須 現在のリポジトリ情報、あるいはプロジェクト後のリポジトリ情報
リポジトリURL・DOIリンク 任意 情報があれば記載

13
データ作成者 任意 管理対象データを生み出した研究者の名前
データ作成者のe-Rad研究者番号 任意 管理対象データ作成者のe-Radの研究者番号

14

データ管理機関 必須 各データを管理する研究開発を行う機関のe-Radに登録された法人名
データ管理者 必須 データ管理組織において各管理対象データを管理する担当者の名前

データ管理者のe-Rad研究者番号 任意 管理者のe-Radの研究者番号
e-Rad研究者番号がない管理者は記入不要、ある場合は必須

データ管理者の連絡先 必須 データ管理者の所属機関の住所や電話番号、メールアドレス等
15備考 任意

※公募型の研究資金による研究活動の場合 https://www8.cao.go.jp/cstp/kenkyudx.html

(2021年11月30日時点)

https://www8.cao.go.jp/cstp/kenkyudx.html
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GakuNin RDM中での公的資金による
研究データのメタデータ登録機能 1

研究者が日常的にGakuNin RDMで研究データ管理を行う中で、
必要に応じてメタデータをディレクトリ単位、ファイル単位で登録。
メタデータを登録すると｛｝（メタデータマーク）が表示。



41

GakuNin RDM中での公的資金による
研究データのメタデータ登録機能 2

第1段は「公的資金による研究データ管理・利活用のためのメタデータ項目」
のデータスキーマへの対応。
ムーンショット型研究開発制度の研究者については一部入力補助機能あり。
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GakuNin RDM中での公的資金による
研究データのメタデータ登録機能 3

ファイルやディレクトリ単位でメタデータを付けた後に、
プロジェクト情報を入力し「メタデータ登録」を行う。
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GakuNin RDM中での公的資金による
研究データのメタデータ登録機能 4

管理対象のファイルやディレクトリをメタデータ登録
した際の操作イメージ。
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GakuNin RDM中での公的資金による
研究データのメタデータ登録機能 5

資金配分機関情報 e-Radの課題番
号

プロジェクト
名 データNo. データの名称 掲載日・掲載

更新日 データの説明 データの分野 データ種別 概略データ量
管理対象デー
タの利活用・
提供方針 (有償
/無償)

管理対象デー
タの利活用・
提供方針(ライ
センス)

管理対象デー
タの利活用・
提供方針(引用
方法等)

アクセス権 リポジトリ情
報

リポジトリ
URL・DOIリン
ク

データ作成者 データ作成者
の研究者番号

データ管理組
織 データ管理者 データ管理者

の研究者番号
データ管理者
の連絡先 備考

JST 12345678
ムーンショッ
ト型研究制度
サンプルプロ
ジェクト

12345
ムーンショッ
ト型研究開発
制度・サンプ
ルデータ

2022/6/1ムーンショット型研究開発制度・サンプルデータ
conference 
paper 23.3MB free CC-BY

無償提供、ラ
イセンスはCC-
BY

open access JC 国立情報学研究所 342122587

資金配分機関への報告・提出用のCSVファイルをエクスポート可能。
対応する競争的資金制度・プログラムは、リリース後に随時更新予定。

研究データへのメタデータ登録機能



• GakuNin RDMサービス概要の紹介
• GakuNin RDMによる共同研究事例の紹介
• GakuNin RDMの機能について紹介

• プロジェクト階層化
• ファイル・フォルダアップロード機能
• コマンドラインツール
• 外部クラウドストレージとの接続
• メタデータ付与
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